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広
陵
町
が
自
衛
隊
の

求
め
に
応
じ
て
入
隊
適

齢
期
の
若
人
の
住
所
・
氏

名
な
ど
の
記
載
さ
れ
た

名
簿
を
、
本
人
や
保
護
者

の
同
意
も
得
ず
提
供
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団

の
行
っ
た
情
報
公
開
手

続
き
に
よ
り
確
認
で
き

た
も
の
で
、
最
新
の
も
の

は
平
成
26
年

12
月
15

日
、
自
衛
隊
奈
良
地
方
協

力
本
部
が
広
陵
町
長
宛

に
閲
覧
申
請
し
た
も
の

で
、
平
成
12
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
13
年
4
月

1
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
子
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
住
所
の
閲
覧
を
求

め
て
お
り
、
町
長
は
12

月
議
会
の
答
弁
で
「
自
衛

隊
の
閲
覧
請
求
に
応
じ

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は

12
月
21
日
町
長
に
抗
議
、

閲
覧
中
止
を
要
求 

  

保
護
す
べ
き
個
人
情

報
を
自
衛
隊
に
閲
覧
さ

せ
る
こ
と
は
、
憲
法
違
反

の
安
保
関
連
法
を
強
行

し
た
安
倍
政
権
に
手
を

貸
し
、
断
じ
て
許
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団

は
12
月
21
日
、
山
村
吉

由
町
長
に
抗
議
と
閲
覧

中
止
、
自
衛
隊
に
渡
っ
た

名
簿
の
す
み
や
か
な
廃

棄
を
要
求
し
ま
し
た
。 
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戦 争 協 力 は 許 さ れ な い ！ 
広陵町が自衛隊に個人情報（中学校３年生男子の名簿）を閲覧させていたことが判明 

申し入れ文書は 

議員団ＨＰにアクセスを 

 http://koryo-jcp.jp/ 

日本共産党演説会のお知らせ 
 

時：3 月 5 日 14 時～（開場は 13 時 30 分） 

所：かぐや姫ホール 

弁士 衆議院議員  宮本岳志 

   町会議員   やつお春雄 山田みつよ 

 

やつお春雄議員・山田みつよ議員 

  名簿閲覧中止を町長に申し入れ 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を 

 
 
 
 
 
 
 

強
く
非
難
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

志
位
委
員
長
が
談
話 

 

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
は
７
日
、
北
朝
鮮
が
同
日
、
事
実

上
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
談
話

を
発
表
し
ま
し
た
。 

一
、
北
朝
鮮
は
、
７
日
午
前
、
事
実
上
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
た
。 

１
月
６
日
の
核
実
験
に
続
く
今

回
の
北
朝
鮮
の
行
動
は
、
核
兵
器
の
開
発
と
不
可
分
に

結
び
つ
い
た
軍
事
行
動
で
あ
っ
て
、
国
際
の
平
和
と
安

全
に
深
刻
な
脅
威
を
及
ぼ
す
行
為
で
あ
り
、「
弾
道
ミ
サ

イ
ル
技
術
を
利
用
し
た
い
か
な
る
発
射
」
も
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
た
国
連
安
保
理
決
議
に
違
反
す
る
と
と
も

に
、
６
カ
国
協
議
の
共
同
声
明
、
日
朝
平
壌
宣
言
に
違

反
す
る 

暴
挙
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
北
朝
鮮
の
行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

為
を
厳
し
く
非
難
し
、
抗
議
す
る
。 

一
、
国
際
社
会
が
一
致
し
て
、
政
治
的
外
交
的
努
力

を
強
め
、
北
朝
鮮
に
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
さ
せ

る
た
め
の
実
効
あ
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
わ
が
党
は
そ
れ
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。 

一部の食料品などを８％に据え置いて 10％

への増税を実施するのは毒薬をオブラート

で包むようなもの（山下書記局長談） 

 自公政権は来年 4 月から消費税 10％への増

税を行うとしています。消費税は 1％増税す

るだけで国民負担が 2 兆 8 千億円も増え、右

図で示すように、低所得者ほど負担感の強い

最悪の大衆課税です。その一方で法人税率を

引き下げようとしています。こんなあべこべ

は許されません。 

軽減どころか 10％への大増税が目的 

 12月町議会で公明党議員団は一部の商品に

ついて 8％に据え置く「軽減税率の導入」を

求める意見書を提案してきました。「低所得

者に影響が大きいのでこれを緩和するため」

と提案理由を説明していますが、それなら

10％への増税はきっぱり中止すべきです。 

消費税 10％は中止せよ！ 
 

また「消費税増税分はすべて社会保障に使

用される」との説明に対して、「5％から 8％

に増税され国民負担が 8 兆 5 千億円増えた

が社会保障にすべて充てられたのか？」と質

問すると、同党山村議員は「国政の制度であ

り把握していない」と無責任な答弁を行い議

場の失笑を買いました。 

住民要求アンケートへのご協力 

 ありがとうございました。 

集計結果は次の広陵民報でお知らせします 

mailto:snkb30217@hera.eonet.ne.jp
mailto:my22@kcn.jp
http://koryo-jcp.jp/
http://koryo-jcp.jp/


（
１
）
子
育
て
し
や
す
い

広
陵
町
を
め
ざ
し
て 

（
問
） 

保
育
所
で
は
二
人

目
半
額 

三
人
目
無
料
の

保
育
料
と
し
て
い
る
の
に
、

上
の
子
が
小
学
校
に
入
学

す
る
と
そ
の
支
援
を
打
ち

切
っ
て
い
る
。
多
子
世
帯
支

援
と
し
て
上
の
子
が
小
学

校
へ
入
学
し
て
も
そ
の
支

援
が
受
。
ま
た
、
就
学
援
助

は
王
寺
町

10

％
河
合
町

13
％
な
の
に
極
端
に
低
い
。

就
学
援
助
制
度
の
周
知
徹

底
や
申
請
用
紙
の
改
良
が

必
要
で
は
な
い
か
。 

答
弁
（
町
長
・
教
育
長
）
今

後
、
国
の
動
向
等
を
踏
ま
え

研
究
し
て
い
く
。
就
学
援
助

の
低
い
原
因
は
本
町
の
所

得
が
県
民
所
得
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。 

 

（
２
）
買
い
物
難
民
対
策

の
実
施
を 

（
問
） 

平
尾
オ
ー
ク
ワ
が

撤
退
し
て
周
辺
住
民
、
高
齢

者
が
お
困
り
で
す
。
エ
バ
グ

リ
ー
ン
開
店
が
来
年
秋
に

な
る
な
ら
対
策
が
い
る
。
ま

た
、
移
動
買
い
物
車
（
と
く

し
丸
）
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー

と
提
携
し
て
軒
先
ま
で
来

て
く
れ
る
販
売
車
を
誘
致

で
き
な
い
か
。 

答
弁
（
町
長
） 

当
該
地
域

に
は
奈
良
交
通
が
あ
り
、
元

気
号
も
利
用
で
き
る
。
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
も
増
え
て
い

る
が
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
苦

手
な
人
に
は
家
族
が
注
文

し
た
り
、
隣
近
所
の
助
け
合

い
に
よ
り
支
え
合
っ
て
い

け
る
。
外
出
を
促
進
す
る
仕

組
み
づ
く
り
に
は
取
り
組

む
。 

（
３
）
広
陵
元
気
号
有
料

化
は
慎
重
に 

 

（
問
） 

来
年
増
便
さ
れ
有

料
化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
乗
り
継
ぎ
す

る
と
往
復
４
０
０
円
か
か

る
。
住
民
の
利
用
回
数
が
減

ら
な
い
よ
う
、
有
料
化
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

答
弁
（
町
長
） 

乗
り
継
ぎ

は
１
回
ま
で
無
料
と
す
る

予
定
。
元
気
号
利
用
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
１
０
０
円

が
一
番
多
く
次
い
で
２
０

０
円
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。
負
担
を
お
願
い
す
る
。 

 

（
１
）
自
衛
隊
入
隊
者
の

み
の
激
励
は
中
止
を 

 

（
問
）
若
人
が
、
年
度
初

め
に
新
た
な
人
生
の
ス
テ

ッ
プ
に
臨
も
う
と
す
る
に

あ
た
り
、
町
が
等
し
く
激
励

す
る
よ
う
に
改
め
て
も
ら

い
た
い
。
自
衛
隊
入
隊
者
の

み
を
町
長
室
に
招
い
て
激

励
す
る
の
は
不
適
当
だ
。
ま

た
町
が
管
理
す
る
若
人
の

名
簿
を
自
衛
隊
に
閲
覧
さ

せ
る
の
は
、
本
人
や
家
族
の

了
解
な
し
に
行
う
も
の
で
、

個
人
情
報
管
理
の
在
り
方

か
ら
し
て
大
問
題
だ
。 

答
弁
（
町
長
） 

災
害
救
助

や
国
防
に
従
事
す
る
使
命

を
帯
び
た
自
衛
隊
員
を
激

励
す
る
こ
と
は
引
き
続
き

行
う
。
防
衛
省
よ
り
、
町
が

管
理
す
る
名
簿
の
閲
覧
要

請
が
あ
る
の
で
、
毎
年
の
閲

覧
要
請
に
応
じ
て
い
る
。 

（
２
）
役
場
職
員
の
退
職

金
を
管
理
す
る
事
務
組

合
の
巨
額
損
失
に
つ
い

て （
問
） 

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ

イ
リ
タ
ー
ン
の
債
券
に
、
役

場
職
員
の
大
切
な
退
職
金

資
金
を
充
て
て
19
億
円
も

の
損
失
を
発
生
さ
せ
た
こ

と
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
。
公

的
資
金
は
危
険
な
運
用
を

や
め
、
安
全
性
重
視
の
運
用

に
転
換
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
責
任
者
は
誰
か
。
事

実
関
係
を
公
開
せ
よ
。 

答
弁
（
理
事
者
）
流
通
性
の

低
い
債
券
の
満
期
を
待
つ

こ
と
な
く
売
却
し
て
20
億

円
の
損
失
が
発
生
し
た
の

は
事
実
だ
。
事
務
組
合
議
会

へ
の
報
告
と
対
応
策
に
基

づ
い
て
、
事
務
組
合
に
積
み

立
て
る
退
職
金
比
率
を
高

め
る
措
置
を
と
っ
て
い
る

た
め
退
職
職
員
へ
の
影
響

は
な
い
。 

（
３
）
香
芝
市
と
の
包
括

連
携
協
定
に
つ
い
て 

（
問
）
9
月
議
会
で
私

が
提
案
し
た
連
携
案
は
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の

か
。
共
同
給
食
セ
ン
タ
ー
の

香
芝
側
賃
借
料
は
最
終
的

に

30

年
間
で
香
芝
市
が

1
億
円
の
費
用
を
負
担
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

答
弁
（
理
事
者
）
協
定
書
文

言
に
年
間
300
万
円
は
盛
り

込
ん
で
い
な
い
が
、
共
同
給

食
セ
ン
タ
ー
の
費
用
に
関

す
る
交
渉
結
果
を
踏
ま
え
、

施
設
の
利
用
や
五
位
堂
駐

輪
場
費
用
も
含
め
具
体
的

な
検
討
を
始
め
て
お
り
結

論
を
ま
と
め
た
い
。
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ｈ
ｈ
ｈ
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12
月
議
会 

 
 

 

一
月
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
、
希

望
者
に
対
し
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。
国
は
多
く
の
国
民
に
所
持
さ
せ
る
た
め
買
い
物
な
ど
の

た
び
に
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
カ
ー
ド
な
ど
と
一
体
化
す
る
検

討
を
始
め
る
な
ど
個
人
カ
ー
ド
の
普
及
に
躍
起
で
す
。
し
か

し
、
個
人
カ
ー
ド
（
顔
写
真
、
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生
年
月

日
を
記
載
）
取
得
は
任
意
で
個
人
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
配
布

さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
で
行
政
手
続
き
で
き
る
た
め
困
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

  

 

し
か
し
一
枚
の
カ
ー
ド
に
個
人
情
報
が
集
約
さ
れ
る
ほ

ど
、
ひ
と
た
び
情
報
が
漏
洩
す
れ
ば
、
甚
大
な
被
害
を
引
き

起
こ
す
こ
と
は
必
至
で
す
（
大
手
教
育
関
連
企
業
や
大
阪
の

自
治
体
で
も
情
報
漏
洩
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
）。
紙
製
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
あ
る
中
で
カ

ー
ド
情
報
を
ど
う
や
っ
て
集
約
す
る
の
か
、
各
種
カ
ー
ド
の

読
み
取
り
機
械
の
普
及
や
不
正
利
用
対
策
な
ど
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。 

 

政
府
が
普
及
に
躍
起
に
な
る
の
は
一
人
で
も
多
く
の
国
民

が
番
号
カ
ー
ド
を
持
て
ば
国
民
の
個
人
情
報
を
簡
単
に
把
握

で
き
、
税
や
社
会
保
険
料
等
の
負
担
強
化
や
給
付
抑
制
に
使

え
る
か
ら
で
す
。
国
民
を
管
理
強
化
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
全

体
で
三
千
億
円
も
の
巨
費
を
投
じ
、
広
陵
町
で
は
二
千
万
円

の
費
用
が
発
生
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
廃
止
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

民意に反する町議会 

    安保関連法(戦争法)廃止を求める意見書を否決 

いずみ信丈（のぶたけ） 

日本共産党奈良県 

戦争法反対闘争本部事務局長 

大門（だいもん）みきし     

日本共産党参議院議員 

日本共産党の躍進で平和・民主主義・立憲主義を取り戻す新しい政治をつくろう！ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
せ
よ
！ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
取
得
は
任
意
で
す 

被
害
拡
大
は
必
至
、
国
民
監
視
の
危
険 

 

（役場玄関に設置さ

れた撮影コーナー：広

陵町も躍起になって

います！） 

 

山
田
み
つ
よ
一
般
質
問 

や
つ
お
春
雄
一
般
質
問

m
o
n

n
 

問 


